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●同志社広報委員会小委員会委員
ABC順・〇印委員長

大学理工学部准教授 坂東　敏博
小学校事務長 藤井　邦宏

大学スポーツ健康科学部教授 藤田　紀昭
女子大学生活科学部准教授 平光　睦子

幼稚園教諭 市瀬ゆかり
○大学神学部教授 石川　　立

大学心理学部准教授 石川　信一
大学広報部部長 岩田　　喬

中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一
大学文学部教授 金谷　益道

大学政策学部教授 川井　圭司
大学社会学部准教授 河崎　吉紀

国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行
法人事務部部長 北　　幸史

女子大学総務部広報課長 北村　博子
大学生命医科学部准教授 小林　耕太

大学法学部教授 黒坂　則子
女子大学薬学部教授 桑原　　淳

女子大学看護学部准教授 光木　幸子
女子大学現代社会学部教授 三宅えり子

大学グローバル地域文化学部准教授 水谷　　智
大学グローバル・コミュニケーション学部准教授 Peter NEFF

大学経済学部准教授 奥田　以在
女子大学学芸学部教授 関口　英里

法人事務部校友同窓課長 田中　裕一
国際学院事務長 谷口　隆秀

大学文化情報学部准教授 津村　宏臣
香里中学校・高等学校事務長 内山　一栄
女子中学校・高等学校事務長 植村　千秋

大学広報部広報課長 植村　　巧
大学商学部准教授 瓜生原葉子

女子大学表象文化学部教授 若本　夏美
●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（1冊分200円）のみのご負担でご講読いただけます。

・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-８５８０ 京都市上京区今出川通烏丸東入
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お 知 ら せ

　今年は戦争が終わって70年の節目の年。今回の企画展では、戦争と平和を見つめ直し
ます。「戦時下の京都」、「同志社女子部の生徒たち」そして「同志社の社員たち」の 3 部
構成で、キリスト教主義の女子教育機関としての本学がどのような状況にあったのかを
明らかにします。

期　　　　間：2015年11月20日㈮～201６年 7 月29日㈮
時　　　　間：10：00～1６：00
閉 　 室 　 日：土・日曜日、祝日
　　　　　　　201６年 5 月 2 日㈪
場　　　　所：同志社女子大学史料室
　　　　　　　（今出川キャンパスジェームズ館 1 階展示室）
主　　　　催：同志社女子大学

※常設展「同志社女子教育の歴史」を同時開催しています。

お問い合わせ：同志社女子大学史料室
　　　　　　　〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
　　　　　　　TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201
　　　　　　　E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

戦時下の同志社高等女学部・
同志社女子専門学校

同志社女子大学史料室
第20回企画展

工場動員中の礼拝

【訂正】
140号に誤りがありました。下記のとおり訂正し、お詫びします。
「お知らせ・同志社女子大学史料室」　上から９行目　　×５月２日㈮　○５月２日㈪

　

本
号
の
特
集
は
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ

で
す
。

　

１
８
６
４
年
７
月
に
国
禁
を
犯
し
て

脱
国
し
た
新
島
襄
は
１
８
６
５
年
７
月

に
ボ
ス
ト
ン
に
到
着
。
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫

妻
と
の
劇
的
な
出
会
い
を
経
て
、
10
月

末
に
は
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
あ
る
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
編
入
学

を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ

ー
で
は
ヒ
ド
ゥ
ン
夫
人
に
家
族
同
様
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
身
を
も
っ
て
ア
メ
リ

カ
人
の
習
慣
や
考
え
方
を
学
び
ま
す
。

隣
に
住
む
神
学
生
フ
リ
ン
ト
夫
妻
か
ら

は
英
語
や
聖
書
の
教
え
を
受
け
ま
す
。

毎
日
曜
日
に
は
教
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ク
ラ
ス
担
任
ミ

ス
・
マ
ッ
キ
ー
ン
か
ら
は
自
宅
に
何
度

も
招
か
れ
、
日
本
や
ボ
ス
ト
ン
へ
の
旅

程
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
ま
し
た
。
学
校
内
の
授
業
を
越
え
て
、

こ
の
よ
う
な
人
々
か
ら
新
島
は
学
校
で

は
学
び
え
な
い
こ
と
ま
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
生
き
た
リ
ベ
ラ

ル
・
ア
ー
ツ
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な

し
の
全
人
教
育
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
在
学
中
に
新
島
は

同
じ
敷
地
内
に
あ
る
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー

神
学
校
の
付
属
教
会
で
洗
礼
を
受
け
ま

し
た
。
彼
が
も
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
年

下
の
生
徒
た
ち
の
中
だ
け
に
い
た
ら
、

こ
の
期
間
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
ろ
う

と
決
意
は
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
彼

の
受
洗
は
生
活
の
中
で
展
開
さ
れ
た
全

人
教
育
の
成
果
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
『
時
報
』
に
い
つ
も
寄
稿
い
た
だ
い

て
い
る
本
井
康
博
先
生
か
ら
、
新
島
の

授
洗
者
を
問
う
興
味
深
い
論
考
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
新

島
本
人
の
証
言
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
井

先
生
の
推
理
が
躍
動
す
る
所
以
で
す
。

　

特
集
以
外
の
記
事
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
同
志
社
各
校
の
現
在
に
つ
い
て
多

く
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
加
わ

り
ご
講
演
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
筆
を

執
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
紙

面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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